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研究成果の概要（和文）：ジュラ紀には地球上には、ネオテチス海を挟んでローラシアとゴンドワナ大陸が拡が
っていた。西アジアはネオテチス海の最奥に位置し、古赤道付近になる。この地理的条件下では、湧昇流による
影響も大きく、動物性プラクトンなどの生産性の高い地域と合致する。また熱帯、亜熱帯でサンゴ礁が生育する
ため、炭酸塩プラットフォームが、アラビア大陸側に広域的に発達した。ザグロス山脈は住処としての石灰洞と
石器の石材として放散虫岩を提供したことになる。したがって、ザグロス山脈は古代ホモサピエンスにとってか
けがえのない場所であったのに違いない。

研究成果の概要（英文）：The Jurassic paleogeography of the Earth consists of Laurasia and Gondwana 
continents and their intervening Neotethys.  West Asia was located at the most inner part of 
Neotethys around under the paleo-equator and its location was much affected by upwelling currents; 
the faunal high productivity was strongly favorable. Because the coral reefs formed in the tropical 
and subtropical regions, the carbonate platform would be extensively developed on the side of the 
Arabian continent. West Asia would be a favorable region for the depositional place of the 
limestone-radiolarite association. After the Arabian plate was separated from African plate, the 
Arabian plate was collided with Eurasian plate and the Zagros Mountains including the 
limestone-radiolarite association was built. The Zagros Mountains was the place providing limestone 
caves as dwelling and radiolarite stone tools as raw materials for and must be irreplaceable regions
 for ancient Homo sapience.

研究分野：地質学
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１．研究開始当初の背景 
西アジア地域の先史時代には、（１）人類

の出アフリカ、（２）食糧生産社会のはじま

り、（３）都市社会の始まりに関する主要な

研究課題が秘められている（常木，2010）。

西アジア地域はこれらの出来事が世界に先

駆けて最初に起こった地域とされている。

ザグロス山脈西部の洞窟遺跡からは、ネア

ンデルタール人の化石人骨が発見されてい

たことから、1970年代、東部に位置するイ

ラン・アルセンジャン地区においても化石

人骨発見の期待が高まっていた。当時この

地を調査した京都大学の考古学チームは多

数の中期旧石器時代の石器を確認し、アル

センジャン地区は中期旧石器時代に人類の

痕跡を色濃く残す場所と認定されていたの

である。またその後の時代に属する石器が

表採され、農耕開始問題と深く関連する、

終末期旧石器時代から原新石器時代にかけ

ての石器が表採される遺跡が数多く確認さ

れた。このようにアルセンジャン地区は、

上記研究課題の（１）と（２）を解決する

ことができる重要な地区とみなされるよう

になった。 

その後、イランイスラーム革命のために

中断したが、アルセンジャン地区の北方 30

㎞に位置するタンギ・ボラギ（ボラギ渓谷）

で、イラン政府が建設中のシヴァンド川ダ

ムに水没する緊急調査が実施された。久田

はこのタンギ・ボラギプロジェクト（日本

―イラン合同隊、2005 年―2007 年実施）

に参加し（伊藤・久田，2007）、周辺の詳

細な地質図を作成するとともに、石器の原

材料となる石材産地の予察的検討を行った。

結局タンギ・ボラギでは、終末期旧石器時

代から原新石器時代にかけての石器が採取

された。そして地質図他を収めた報告書が

2008 年に公表された(Tsuneki and Zeidi, 

2008)。 

以上のように、南イランに位置するアル

センジャン地区やタンギ・ボラギ地区はそ

れぞれ中期旧石器時代と原新石器時代の研

究対象地として好適地である。また最近の

「現生人類拡散ルート問題」や「農耕から

牧畜問題」についても本研究の成果は一石

を投じる可能性がある。しかしながら両地

区で得られる石器試料は従来それらの外形

形態が研究対象とされ、石器試料の岩相に

はほとんど顧みられることはなかった。久

田のタンギ・ボラギ調査の経験から、石器

の石材取得は居住地周辺に限らず、広域的

な取得も実施されていた可能性が高いこと

を知った。 
 
２．研究の目的 

本研究では、イラン考古学研究所所蔵のアル

センジャン地区から得られた石器の岩相を

検討するとともに、アルセンジャン地区の地

質調査を実施し、石器に向いた石材の原産地

を突き止め、石器石材の入手経路・手段を検

討するものである。またこれらの入手経路・

手段から示唆される文化的背景についても

考察をすすめる。とくに、人類の出アフリカ

がいわゆる南ルートを辿ったと仮定して、ザ

グロス山中のアルサンジャンの多数の遺跡

群の意義について考察を進める。 
 
３．研究の方法 
本研究は野外調査と室内分析から構成さ

れた。野外調査地は南イランのアルセンジ

ャン地区となる。本地域は京都大学の考古

学チームによる予察的な洞窟遺跡分布が報

告(Ikeda, 1979)されており、石器の編年も

慎重に進められた。調査地域には、ネイリ

ーズ・オフィオライトの一部が分布し、ま

た放散虫岩を含むカオティックな岩石の分

布も知られている。したがって年度により

両者の比重が異なるが、基本的には毎年度

の野外調査を実施した（久田、荒井、鎌田

担当）。 

室内分析には、①オフィオライトの岩石



学（（荒井担当）、②放散虫岩や放散虫チャ

ートからの放散虫化石抽出と年代決定（鎌

田担当）、③ザグロスの地質調査と総括（久

田担当）から構成された。 

基本的には石器や装身具の国外持ち出し

は厳禁である。したがって、現地で装身具

や石器に限りなく類似した岩石を持ち帰る

ことが必須である。なお岩石の国外持ち出

しに関しては文化財法などに抵触しないの

で問題ない。これらの岩石資料は日本国内

で検討され、得られた成果をカタログ化し、

それらのデータを再び現地で比較検討する

ことになる。 
 
４．研究成果 

本研究の成果は、出アフリカを果たした人

類のザグロス山脈横断に関する考察と石灰

岩－放散虫岩の組み合わせに関する考察に

基づいた内容となっている。 

 

（１）ザグロス山脈の横断 

無事ホルムズ海峡を渡った人類はその後、ど

のようにしてアルサンジャンに移動したの

であろうか。ザグロスは南東から南西に伸び

る大山脈で、イランザグロス山脈には最高峰

ザルド山（4548m）やディナール山（4432m）

などがそびえている。ホルムズ海峡を渡るこ

とができた人類は、なぜ 400㎞も内陸のアル

サンジャンに達することができたのであろ

うか。 

その理由の一つに、ホルムズ海峡北側に点

在する無数の岩塩ドームの存在が挙げられ

る。この岩塩ドームは火山のように点在し、

その形成メカニズムは、古生代カンブリア紀

に堆積した岩塩層が、ダイヤピルとして上昇

し、その際上位にあった地層群を持ち上げ、

ドーム状の構造を作り上げられたとされる。

その一部は地表まで達し、火山のマグマのよ

うに岩塩を噴出している。岩塩ドームの規模

は数㎞から十数㎞に達する。この岩塩が、人

類の生存に必須の塩類を提供した可能性が

ある。そしてこの岩塩ドーム群が、古代人の

ザグロス山脈への踏み込みのきっかけとな

ったのであろう。 

それでは次に南ザグロス山脈に分け入っ

た古代人を待ち受けたものは何であろうか。

南ザグロスの特徴的な地形と地質は、人類の

移動を比較的容易にしていたのではないか

と考えられる。それは、ホルムズ海峡からア

ルサンジャンにかけての地域のホエールバ

ック背斜（クジラの背中背斜）群である。こ

れらはあたかもクジラの大群が海面から背

中だけを出したような地形となっており、こ

れは山脈を横断するには、何回も峠を越えな

くてはいけないというイメージと異なる。ザ

グロス山脈では一頭一頭のクジラのような

小山塊を迂回しながら、横断することができ

たのであろう。このような迂回路を伝わって、

ホルムズ海峡からアルサンジャンに歩みを

進めることができたのではないか。それでは

このホエールバック背斜はどのようにでき

たのか。ザグロスは新生代中新世以降に生じ

たアラビアとユーラシアプレートの衝突に

よって生じた。南イランのザグロス褶曲スラ

スト帯は単純褶曲帯と呼ばれ、ひとつの褶曲

（一頭分のクジラ）をつくる褶曲軸の長さは

20－40㎞である。この長さは地震学的に認

定される逆断層性（スラスト性）震源域の最

大長に匹敵することから、ホエールバック背

 



斜の形成は、圧縮性の地震活動と関連がある

ものと推定されている。おもにそこには 2つ

のタイプがある。ひとつは石灰岩層の下にあ

る地層との間で滑りが生じ石灰岩層のみが

褶曲するデタッチメント褶曲(Detachiment 

Fold)ともう一つは、低角な断層（これを衝上

断層という）運動に伴いながら褶曲する断層

曲げ褶曲(Fault-Bend Fault)でる。また、こ

れらの褶曲はのちの北北西－南南東に走る

横ずれ断層の影響を受けて、切断されている。

このような独特な地形が、古代人のザグロス

横断を容易にしたのではないか。 

 

（２）石灰岩－放散虫岩の組み合わせ 

旧石器時代の人類の生活において、住処と

石器が重要であったことは言うまでもない。

身を守る安全な住処としての石灰岩洞窟で

あり、石器を製作する素材となる珪質岩であ

ったであろう。珪質岩はガラス質で硬いこと

で特徴づけられるが、一般的には珪質岩の遠

洋性堆積岩は浅海ではなく、深海堆積物に相

当し、逆に石灰岩はサンゴ礁などから形成さ

れるので、一般的には日光が届く深さ、すな

わち浅海の堆積物ということになる。 

ここザグロス山脈で見いだされるほとん

どの珪質岩は、放散虫岩という岩石で、日本

列島に見いだされる層状チャートと異なる。

放散虫岩は、ザグロス山脈では時に石灰岩と

互層することがあり、日本列島の層状チャー

トはその堆積環境が異なることを意味する。 

南ザグロス山脈の中心都市、シラーズから車

で 2 時間 30 分のところにある、地方小都市

アルサンジャンの東にあるダルネシン渓谷

には、厚層理層状石灰岩、放散虫岩、泥質石

灰岩の 3つのユニットが分布している。今回

放散虫化石により、放散虫岩ユニットはジュ

ラ系最上部から白亜系下部であることが明

らかになった。またアルサンジャンの東方の

アバデー・タシクには、ネイリーズ・オフィ

オライトが広く分布している。このオフィオ

ライトは、一般には蛇紋岩（橄欖岩）、枕状

溶岩、層状チャートのシークエンスからなる。

このシークエンスは、海洋地殻とその上位の

深海堆積物であり、海洋地殻がオブダクショ

ンしたことを意味する。今回放散虫化石によ

り、層状チャートはジュラ系中部－上部であ

ることが判明した。またアバデー・タシク周

辺では、このオフィオライトが、サルバック

層に北から衝上する様子が観察された。 

放散虫岩は基本的には放散虫起源の高いシ

リ カ 成 分 で 特 徴 づ け ら れ る 岩 石

（Baumgartner, 2013)とされているが、日本

列島に多く見られる層状チャートも放散虫

岩の一種とみることができる。特にジュラ紀

中期に新テチス海から西テチス海∺アルプス

テチス海では高い放散虫生産になっている。

西テチス海からアルプステチス海にかけて、

ジュラ紀中期から後期は、大西洋の形成にか

かわるリフティングが発生した時期であり、

新しい海洋地殻が形成された時期でもある。

結果的には、海洋地殻上に直接放散虫が多量

に堆積した時期でもあり、またリフティング

が発生した大陸縁辺ではプラットフォーム

型石灰岩が堆積した時期でもある。このよう

に、海洋地殻・放散虫岩・石灰岩が密接な関

係で形成されていたことになる。図は中生代

ジュラ紀のころの古地理図で、西アジア地域

はこの新テチス海の奥まったところに位置

し、しかも栄養に富んだ湧昇流が発生し放散

虫などのプランクトンの高い生産地帯であ

 

 
図４ ジュラ紀中期のネオテチス海における放散虫動物群地理区 
Baumgartner (2013)を改変 



ったとされる（Baumgartner 2013）。新テ

チス海は、太平洋に比べて大陸縁辺域が拡が

った浅海域であった可能性がある。しかも西

アジア地域、とくに赤道直下にあたるアラビ

ア半島周辺は、サンゴ礁の生息域を広げた可

能性があり、巨大な炭酸塩岩プラットフォー

ムを形成していた。このように、西アジアは

石灰岩－放散虫岩の組み合わせのもととな

る堆積物が堆積する好適地であったことに

なる。このように、南イランは出アフリカを

果たしたホモ・サピエンスにとって、住処（石

灰洞）と石器素材（放散虫岩）に恵まれた地

であったことが想像される。 
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